
ヤツガタケトウヒ自生地に隣接するカラマツ人工林の種組成と林分構造
ー- 2. 2年間の林分動態に及ぼすニホンジカの剥皮の影響一一
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要旨:ニホンジカの刻皮害?顕著なカラマツ人工林において、 2年間の林分動態に及ぼす剥皮の影響を明らか

にすることを目的に調査をりった。 剥皮率の高い個体ほど死亡率が高いこと、 剥皮される個体は増加し剥皮率

も増加していることが明らかとなった。 現状の剥皮害が継続するようであれば、森林としての劣化は免れなく、

適切な防除策を採用することによる剥皮害対策が求められる。

1 はじめに

ニホンジカによる森林への被害が全国的に及んでおり、

その対策のためにさまざまな研究が行われている(例え

ば、剥皮害発生予測モデル[井上ほか、2005J、 内 樹皮

成分[小島ほか、2006])。 剥皮を受けた樹木がその後と、

のような成長過程を示すかを明らかにすることは、 被害

地の林分管理を行う上で重要である。 Akashi(2006)は、

北海道のカラマツ人工林において、採食後の 樹高成長を

継続調査し、採食頻度が高い個体ほど樹高成長が低下し

ているこ と を 明 らか に し た。 また、 Akashi and 

Nakashizuka (1999)は、 大台ヶ原において、 剥皮され

た樹種(ウラジロモミ、 ムシカリ、 リョウブ)は、 死亡

率が高いことを示した 。

本研究では、 ニホンジカの剥皮害が顕著なカラマツ人

工林において (長池ほか、2008)、 2 年間の林分動態に

及ぼす剥皮の影響を明らかにすることを目的に調査を

行った。

2 調査方法

2. 1 調 査 地

調査地は、前報(長池ほか、2008)と同じ、 北杜市大

泉町天女山に位置する県有林中北事業区495林班い10

小班の試験林内のヤツガタケトウヒ自生地に隣接するカ

ラマツ人工林である。

2.2 調査方法

調査地に、2005年に設定された0.15haの調査区で調
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査を行った。 調査区の標高は1760mである。 1968年に

カラマツ がhaあたり2300本植栽され、1968年と1969

年に下刈り、1978年に除伐が行われている。 調査区を

10m四方のグリッドに分 割 し、 グリッドごとに胸高直

径3 cm以上の生立木・枯立木を対象にした毎木調査を

2005年と2007年に行った。 また、調査 対象となった生

立木・枯立木について、 ニホンジカにより最も広く剥皮

されている部位における幹の全周に対する剥皮割合を

10%単位で両年とも 記録した。 2年間の相対成長速度

は下記の式によ って求めた:

相対成長速度(%) = (ln[2007年の胸高直径]一

ln[2005年の胸高直径])/2 x 100 
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生立木密度に対する剥皮木密度の割合の変化

て剥皮害は進行していた。

図2に、2005年に剥皮されていた個体の剥皮率と2

年間の死亡率の関係を主要な樹種について示した。 ばら

つきはあるものの、 剥皮率 が高いほど2年後の死亡率 は

高い傾向が見られた。 図 3に、 個体数の多かったカラマ

ツとミヤマアオダモについて、 剥皮された個体の2年間

の相対成長速度と2005年の剥皮率の関係を示した。 両

種とも有意な関係 は 見 ら れ な かっ た (カ ラ マ ツ:

Kendall's tau b=0.081、r二0.177 ;ミヤマアオダモ:

Kendall's tau b二一0.058、r=0.429)。 図 4 に、 カラマ

ツとミヤマアオダモについて、2005年の剥皮率ごとに

図1

みた2007年の剥皮率を示した。 カラマツでは、2005年

に剥皮されていなかった(0 %) 個体のうち、 約3 分の

2で2007年には剥皮が記録された。 一方、2005年に 70

表1に、調査地の林分構造と種組成を示した。 植栽し

たカラマツを含めて14 種 が出現した。 この2年間で生

立木・枯立木ともに、立木密度 は減少し、平均胸高直径・

胸高断面積合計は増加していた。 生立木では、 植栽され

たカラマツ が約半数を占めていたが、枯立木では天然更

新してきたウラジロモ ミが約8 割を占めていた。

図1に、 生立木密度に対する剥皮木密度の割合の変化

を示した。 ウラジロモ ミ、 コメッガ、 シラベ、 ナナカマ

ド は、 生立木全てで剥皮が確認された。 カラマツでも

2005年には約80%で剥皮が確認されていたが、2007年

にはほとんどが剥皮されていた。 他の 樹種でも 、2007

年の方が剥皮木密度の割合 が高くなっており、全体とし

結果および考察3 

調査地の林分構造と種組成表1

枯 立 木

平均胸高直任(叩)

2005 2007 

生 立 木

平均胸高直径(明)

2005 2007 

胸高断面積合計(lIL ha) 

2005 2007 

立木密度(jha)

2005 2007 

胸高断面積合計(ば/ha)

2005 2007 

立木?者度(/ha)

2005 2007 

1.09 
0.03 
0.03 
9.55 
0.13 
0.01 
0.00 
0.00 
0.00 
0.00 
0.00 
0.15 
0.00 
0.00 
0.01 

0.97 
0.00 
0.03 
8.80 
0.16 
0.00 
0.01 
0.00 
0.00 
0.00 
0.00 
0.15 
0.00 
0.00 
0.05 

11.4 
3.8 
5.0 

11.8 
7.8 
4.2 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
7.5 
0.0 
0.0 
5.0 

12.3 
0.0 
5.2 

10.6 
6.7 
0.0 
3.6 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
8.9 
0.0 
0.0 
4.1 

86.7 
26.7 
13.3 

766.7 
26.7 
6.7 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 

26.7 
0.0 
0.0 
6.7 

66.7 
0.0 

13.3 
853.3 
40.0 
0.0 
6.7 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 

20.0 
0.0 
0.0 

40.0 

24.72 
1.22 
0.74 
G.81 
0.15 
0.11 
0.10 
0.13 
0.01 
0.51 
0.14 
0.00 
0.02 
0.11 
0.00 

21.64 
1.03 
0.57 
2.31 
0.12 
0.10 
0.08 
0.12 
0.01 
0.41 
0.13 
0.01 
0.01 
0.08 
0.00 

17.7 
4.3 
7.5 

15.6 
6.1 
6.5 

6 

8.5 
3.6 

21.7 
11.4 
0.0 
5.7 

14.3 
0.0 

16.3 
3.7 
6.6 

15.2 
4.9 
5.6 
5.7 
8.3 
3.3 

19.5 
11.0 
3.4 
5.1 

12.5 
0.0 

940.0 
733.3 
140.0 

40.0 
46.7 
26.7 
26.7 
20.0 
13.3 
13.3 
13.3 
0.0 
6.7 
6.7 
O.。

960.0 
780.0 
146.7 
120.0 

46.7 
33.3 
26.7 
20.0 
13.3 
13.3 
13.3 
6.7 
6.7 
6.7 
0.0 

カラマツ

ミヤマアオダモ

ミヤマザクラ

ウラシロモミ

タカネザクラ

タケカンパ

ウラジロノキ

ナナカマト

サワフタギ

シラカンノ《

ンフベ

コメッカー

ツルウメモドキ

ヤマナラシ

不明(広葉樹)

11.00 10.16 11.1 10.2 960.0 1040.0 28.77 26.63 11.3 10.4 2026.7 2193.3 五十
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図2 2005年に剥皮されていた個体の剥皮率と2年間の死亡率の関係
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図3 剥皮された個体の2年間の相対成長速度

90%剥皮されていた個体に関しては、 2007年には剥皮

率は増加していなかった。 ミヤマアオダモでは、 2005

年に剥皮されていなかった(0 %)個体のうち、約半数

が2007年には剥皮が記録された。 カラマツと同様に 、

2005年に60-90%剥皮されていた個体に関しては、

2007年には剥皮率は増加していなかった。 したがって

これらの樹種では、 剥皮害が軽微な個体ほどこの2年間

で剥皮されていた。

これらの結果から、 本調査地では、 ①剥皮率の高い個
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図4 2005年の剥皮率ごとにみた2007年の剥皮率

体ほど死亡率が高い、 ②剥皮される個体は増加し剥皮率

も増加している、 ことが明らかとなった。 したがって、

現状の剥皮害が継続するようであれば、 森林としての劣

化は免れなく、 適切な防除策を採用することによって剥

皮害対策が求められる。
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